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特定非営利活動法人
 ふくてっく

2005年9月
第66号

福祉と住環境を考える

７
月
定
例
学
習
会

　
平
成17

年
７
月
２
日
（
土
）

　
大
光
電
機
㈱

　
チ
ー
フ
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー

　
中
川　
卓
士
氏

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
私
は
日
頃
、
照
明
器
具
デ
ザ

イ
ン
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
従

事
し
て
い
る
が
、
今
日
は
仕
事

を
離
れ
て
、
い
い
照
明
環
境
を

造
る
こ
と
の
意
味
、
照
明
が
健

康
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
話

す
。
自
分
の
専
門
で
は
な
く
、

勉
強
し
た
内
容
の
紹
介
な
の

で
、
そ
の
つ
も
り
で
聞
い
て
ほ

し
い
。

　
人
間
の
体
の
中
に
は
例
え
ば

腹
時
計
の
よ
う
な
も
の
が
実
際

あ
る
ら
し
い
。
目 

の
奥
の
脳
み

そ
に
体
内
時
計
が
あ
っ
て
時
を

刻
ん
で
い
る
と
い
う
。
当
然
な

が
ら
、
目
か
ら
見
た
も
の
が
、

体
内
時
計
に
影
響
を
与
え
て
い

る
。
そ
の
時
計
は
本
来
一
日
が

25

時
間
周
期
ら
し
い
が
、
そ
の

理
由
は
よ
く
判
ら
な
い
。
現
実

に
は
一
日
は24

時
間
だ
か
ら
、

毎
日
リ
セ
ッ
ト
す
る
機
能
が
働

い
て
い
る
。
生
後
間
も
な
い
子

ど
も
に
は
そ
の
機
能
が
な
い
の

で
１
日25

時
間
の
周
期
で
動
い

て
い
る
が
、
生
後
３
〜
４
ヶ
月

す
る
と
よ
う
や
く
リ
セ
ッ
ト
機

能
が
で
き
る
。

　
リ
セ
ッ
ト
す
る
役
割
で
大

き
い
の
は
光
だ
。
午
前
中
に

２
０
０
０
ル
ッ
ク
ス
以
上
の
光

を
浴
び
る
と
い
い
ら
し
い
。
子

ど
も
は
大
人
の
生
活
リ
ズ
ム
の

影
響
を
受
け
や
す
く
、
例
え
ば

銭
湯
を
経
営
す
る
家
庭
の
子
ど

も
は
、
朝
日
を
浴
び
る
習
慣
が

な
く
、
体
内
時
計
の
リ
セ
ッ

ト
機
能
が
育
た
な
い
。
他
に
食

事
、
音
も
関
わ
る
。
適
度
な
運

動
と
睡
眠
・
・
等
も
要
素
に

な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
森
の

香
り
も
着
目
さ
れ
て
い
る
ら
し

い
。

　

40

年
前
の
調
査
で
は
大
人
は

夜
９
〜10

時
く
ら
い
に
寝
て
、

朝
６
時
に
起
き
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
最
近
の
資
料
に
よ
る
と
、

子
ど
も
が
夜10

時
を
過
ぎ
て

も
起
き
て
い
る
。
人
は
な
ぜ
そ

ん
な
に
寝
な
く
な
っ
た
の
か
。

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
イ
法
に
よ
っ

て
寝
癖
が
つ
き
、
体
内
時
計
が

狂
っ
て
い
る
。
夜
勤
、
残
業
が

多
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

夜
に
な
っ
た
の
に
、
昼
と
同
じ

環
境
に
い
る
こ
と
が
災
い
す
る

よ
う
だ
。
コ
ン
ビ
ニ
は
明
る
す

ぎ
る
の
で
夜
に
行
く
の
は
よ
く

な
い
。
太
陽
光
が
全
く
入
ら
な

い
事
務
所
で
日
中
仕
事
を
す
る

の
も
ど
う
か
。
自
宅
へ
帰
っ
て

も
昼
間
と
同
じ
光
で
は
よ
く
な

い
。

　
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
特
に

老
人
が
外
へ
出
る
機
会
が
減

る
。
施
設
で
暮
ら
す
老
人
も
そ

う
だ
。
そ
し
て
冬
の
長
い
東
北

地
方
・
・
。
外
出
機
会
が
減
る

と
何
が
害
さ
れ
る
か
。
睡
眠
の

リ
ズ
ム
、
体
温
（
朝
は
低
く
、

昼
間
で
１
．
５
度
ほ
ど
上
が

る
）
、
ホ
ル
モ
ン
の
３
つ
、
こ

れ
ら
は
体
内
時
計
に
連
鎖
し
て

い
る
の
で
、
時
計
が
狂
う
と
混

乱
す
る
。

　
昼
分
泌
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン

（
セ
ロ
ト
ニ
ン
）
と
夜
分
泌
さ

れ
る
ホ
ル
モ
ン
（
メ
ラ
ト
ニ

ン
）
そ
の
他
ス
ト
レ
ス
関
係
に

関
わ
る
ホ
ル
モ
ン
（
コ
ル
チ

ゾ
ー
ル
、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
）
こ
れ
ら
が
正
常
に
調
和
し

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
メ
ラ
ト

ニ
ン
は
免
疫
細
胞
を
活
性
化
す

る
機
能
が
あ
り
、
こ
れ
が
分
泌

し
な
く
な
る
と
体
調
を
崩
し
や

す
い
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
神
経
伝

達
を
司
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
十

分
で
な
い
と
知
的
な
障
害
に
も

結
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
三
角

が
描
け
な
い
、
は
い
は
い
が
で

き
な
い
子
ど
も
が
出
現
す
る
。

こ
れ
ら
は
２
才
ま
で
に
医
療

（
小
児
神
経
科
）
を
対
処
す
れ

ば
直
る
が
、
発
見
が
難
し
く
、

ま
た
判
っ
て
い
て
も
親
が
認
め

た
が
ら
な
い
。

　
不
均
衡
に
よ
る
支
障
は
、
夜

眠
れ
な
い
等
の
ほ
か
食
欲
の
低

下
、
肥
満
に
現
れ
る
。
子
ど
も

の
場
合
は
成
績
の
低
下
も
起
こ

る
。
朝
食
を
と
る
子
ど
も
に
比

べ
て
、
と
ら
な
い
子
ど
も
は

不
登
校
な
ど
も
示
し
や
す
い
。

三
角
が
描
け
な
い
子
は
、
突
然

の
暴
力
や
無
気
力
に
陥
り
や
す

く
、
体
が
い
う
こ
と
を
き
か

ず
認
知
症
に
も
似
た
状
況
と
な

る
。
本
人
は
学
校
に
行
き
た
く

て
た
ま
ら
な
い
の
に
体
が
動
か

な
い
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
症
状

は
大
人
に
も
あ
る
。

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。
ま
ず
、
早
寝
早
起
き
。
か

ら
だ
を
動
か
し
、
太
陽
に
当
た

る
。
夜
は
き
っ
ち
り
寝
る
。
毎

日
同
じ
時
間
に
食
事
を
す
る
。

と
く
に
午
前
中
に
太
陽
の
光
を

浴
び
る
。
２
５
０
０
ル
ッ
ク

ス
以
上
の
光
に
２
時
間
が
目
安

だ
が
、
太
陽
の
光
は
晴
天
な
ら

10

万
、
曇
り
で
も
１
万
ル
ッ
ク

ス
あ
る
か
ら
２
時
間
も
当
た
ら

な
く
て
も
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
夜
は
白
い
光
を
浴

び
な
い
で
夕
日
に
近
い
光
を
浴

び
る
。
電
球
色
の
蛍
光
灯
も
あ

る
が
、
本
当
の
電
球
で
な
い
と

効 

は
な
い
。
太
陽
の
光
の
よ

う
に
３
原
色
以
外
の
光
が
あ
る

の
は
白
熱
球
し
か
な
い
の
だ
。

寝
る
前
に
４
０
０
ル
ッ
ク
ス
の

と
こ
ろ
に30

分
以
上
い
る
と
メ

ラ
ト
ニ
ン
が
で
に
く
く
な
り
、

眠
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

３
６
０
ル
ッ
ク
ス
な
ら60

分
ま

で
は
許
容
さ
れ
る
。
電
気
ス
タ

ン
ド
は
夕
日
に
近
い
光
が
横
か

ら
当
た
る
の
が
い
い
。

　
人
が
人
を
好
き
に
な
る
の

は
、
前
頭
葉
が
司
っ
て
い
る

が
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
減
る
と
前

頭
葉
の
機
能
が
低
下
す
る
か
ら

人
を
愛
せ
な
く
な
る
。
要
す
る

に
太
陽
が
昇
り
、
沈
む
自
然
な

リ
ズ
ム
を
守
る
こ
と
が
大
切

だ
。

　
人
工
の
照
明
器
具
が
な
い
原

始
生
活
、
そ
し
て
人
間
の
根
幹

に
備
わ
っ
た
リ
ズ
ム
を
見
直
そ

う
。

こ
の
種
の
研
究
は
、
実
は
ア
メ

リ
カ
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故

防
止
と
効
率
向
上
か
ら
始
ま
っ

た
ら
し
い
。
パ
ソ
コ
ン
の
画 

は

悪
影
響
が
大
き
い
。
と
に
か
く

眩
し
す
ぎ
る
。
普 

に
考
え
て
異

常
だ
。

　
朝
十
分
な
光
を
浴
び
て
体
内

時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
夜
は
寝

る
前
に
、
電
球
の
光
が
横
か
ら

来
る
環
境
に
少
な
く
と
も10

分

は
い
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
北　
清
）

住
宅
改
修

事
例
報
告

生
活
ス
タ
イ
ル
に

  

配
慮
し
た
自
立
支
援
、

　
　
　
手
す
り
の
取
付

■

女
性　

80

代
前
半

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
清
水
麗

子業
者
委
託　
関
西
ハ
ウ
ズ
イ
ン

グＡ　
依
頼
内
容

　
腰
痛
の
為
、
歩
行
不
安
定
に

な
っ
て
い
る
妻
の
た
め
に
、
要

所
に
手
す
り
を
取
付
け
て
欲
し

い
。

Ｂ　
日
常
生
活
と
家
庭
状
況

　
高
齢
者
御
夫
婦
の
２
人
暮

し
、
昨
年
の
秋
竣
工
し
た
新
築

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
今
年
１
月
に

引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
た
。
お
住

ま
い
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ

て
い
て
、
浴
室
に
は
浴
室
暖
房

乾
燥
器
が
取
付
け
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
手
す
り
は
浴
槽
の

側 

に
１
本
・
シ
ャ
ワ
ー
金
物
兼

用
の
手
す
り
が
取
付
け
て
あ
る

だ
け
で
し
た
。
室
内
は
家
具
や

調
度
品
が
上
手
に
配
置
さ
れ
て

お
り
、
趣
味
の
豊
か
さ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
空
間
で
し
た
。

　
夫
（90

歳
前
半
）
毎
日
ス
イ

ミ
ン
グ
に 

っ
て
い
て
、
健
康
維

持
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
妻
（80

歳
前
半
）
は
脊
椎
管

狭
窄
症
・
左
外
反
足
の
た
め
、

腰
痛
や
左
足
に
し
び
れ
痛
み
が

有
り
、
歩
行
が
不
安
定
で
す
。

日
常
生
活
動
作
は
自
立
し
て
い

る
も
の
の
、
排
泄
や
入
浴
時
の

立
ち
上
が
り
動
作
に
不
安
を
感

じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

上
肢
の
可
動
域
や
手
指
の
巧
緻

性
は
、
加
齢
に
よ
る
衰
え
は
あ

る
も
の
の
、
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

Ｃ　
解
決
方
法

①
リ
ビ
ン
グ
に
手
す
り
。
隣
接

す
る
妻
の
寝
室
よ
り
生
活
動
線

に
沿
っ
て
、
転
倒
予
防
の
為
の

手
す
り
を
取
付
け
る
。
壁 

に
横

手
す
り
を
取
付
け
る
が
（
Ａ
）

（
Ｂ
）
、
部
屋
を
横
断
す
る
と

き
は
ソ
フ
ァ
ー
の
背
部
分
を
、

リ
ビ
ン
グ
の
扉
の
開
閉
時
は
右

側
の
電
話
台
を
手
す
り
代
わ
り

に
利
用
す
る
。

②

玄
関
ホ
ー
ル
に
手
す
り
。
移

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
に
縦
手

す
り
を
１
箇
所
（
Ｇ
）
、
靴
の

脱
着
用
に
Ｌ
型
手
す
り
を
１
箇

所
（
Ｃ
）
。
取
付
け
る 

置
は
、

躯
体
の
柱
と
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー

ドﾞ

と
の
間
に50

㎜
程
度
の
隙

間
が
あ
る
た
め
、
そ
の
部
分
に

補
強
材
（
木
片□

70

㎜
厚
み

50

㎜
）
入
れ
、
穴
を
隠
す
形
で

補
強
板
（□

１
０
０
㎜
厚
み15

㎜
）
、
そ
の
上
に
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

を
取
付
け
る
。

③

便
所
の
手
す
り
。
立
ち
上
が

り
補
助
と
手
洗
い
時
の
転
倒
防

止
の
た
め
の
Ｌ
型
手
す
り
取
付

け
る
（
Ｄ
）
。
壁
は
プ
ラ
ス

タ
ー
ボ
ー
ド
な
の
で
下
地
補
強

材
は
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
の 

置
の
高

さ
、
２
段
平
行
に
取
付
け
る
。

④

洗 

所
の
手
す
り
。
浴
室
入
口

横
に
入
浴
及
び
着
脱
補
助
の
縦

手
す
り
取
付
け
（
Ｆ
）
。
素
材

は
濡
れ
た
手
で
触
る
の
で
ス
テ

ン
レ
ス
製
樹
脂
皮
膜
と
し
た
。

⑤

浴
室
の
手
す
り
。
浴
槽
跨
ぎ

こ
し
・
立
ち
上
が
り
用
に
、
縦

手
す
り
と
横
手
す
り
取
付
け

る
（
Ｅ
）
。
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の

メ
ー
カ
ー
や
品
番
を
確
認
し
、

後
付
け
に
対
応
す
る
必
要
な
補

助
金
物
及
び
手
す
り
を
選
択
す

る
。

Ｄ　
改
善
後
の
状
況
と
考
察

　
玄
関
・
便
所
・
浴
室
・
洗 

所

に
は
、
住
環
境
と
身
体
と
の
不

具
合
さ
を
改
善
す
る
自
立
支
援

の
為
の
手
摺
。
居
間
に
は
、
体

調
が
悪
く
な
っ
た
時
の
為
の
安

全
確
保
の
手
摺
を
取
付
け
ま
し

た
。
手
摺
の
受
け
金
物
を
直
接

壁
に
取
付
で
き
な
い
場
合
は
、

壁
補
強
の
た
め
に
補
助
材
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
補

助
材
（
下
地
板
）
が
目
立
ち
す

ぎ
て
手
摺
が
大
げ
さ
に
見
え
て

し
ま
い
イ
ン
テ
リ
ア
を
壊
し
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
手

摺
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
も
生
活
の
中
で

は
脇
役
、
さ
り
げ
な
く
、
慎
ま

し
や
か
に
、
必
要
と
さ
れ
る
時

は
強
固
に
存
在
す
る
。
今
回
、

ダ
ー
ク
オ
ー
ク
色
の
木
製
手
摺

を
選
び
ま
し
た
が
、
補
助
材
は

壁
や
建
具
枠
と
類
似
の
オ
フ
ホ

ワ
イ
ト
塗
装
と
し
ま
し
た
。
手

摺
は
、
違
和
感
無
く
不
自
然
に

な
ら
な
い
よ
う
に
生
活
に
溶
け

込
ま
せ
る
配
慮
が
必
要
か
と
考

え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
清
水　
麗
子
）

い
い
照
明
環
境
を
創
ろ
う

光
を
浴
び
て
体
内
時
計
の
リ
ッ
セ
ト
を

（Ｅ）浴室　　　　　（Ｆ）洗 
（Ａ）リビング

（Ｄ）便所

（Ｃ）玄関ホール

⇒
（
Ｂ
）
リ
ビ
ン
グ

⇒
（
Ｇ
）
玄
関
ホ
ー
ル
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４
月
24
日
朝
か
ら
カ
ラ
リ

と
晴
れ
た
日
曜
日
、
暑
い
ぐ
ら

い
の
日
で
し
た
。
久
々
に
テ
ン

ト
・
発
電
機
持
参
で
の
参
加
で

し
た
が
、
前
日
発
電
機
を
点
検

す
る
と
油
カ
ス
が
溜
ま
り
部
品

が
壊
れ
て
い
た
の
で
急
遽
修
理

に
出
し
、
無
事
当
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
阪
城
公
園
太
陽
の
広
場
に

日
時　
６
月18

日
（
土
）10

時

作
品　
自
分
流
の
ミ
ニ
ハ
ウ
ス

に
挑
戦

　
木
片
や
緑
の
コ
ケ
、
自
然
の

板
を
利
用
し
て26

名
の
子
ど
も

達
が
見
事
な
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。
仕
上
げ
は
絵

の
具
を
使
っ
て
鮮
や
か
に 

色

で
す
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
、
子
ど
も
達
の
創
造
性
は
ふ

く
ら
み
、
校
長
先
生
・
教
頭
先

生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
の
方
に
も

日
時　
７
月
17
日
（
日
）
14

時作
品　
ミ
ニ
ベ
ン
チ
作
り

　
高
槻
に
あ
る
「
ス
ロ
ー
ス

ペ
ー
ス
」
は
学
校
に
行
け
な

い
、
社
会
へ
も
出
ら
れ
な
い
と

日
時　
７
月
26
日

（
火
）
13時

作
品　
自
由
木
工　

主
に
貯
金
箱

　
朝
か
ら
台
風
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、

無
事
開
催
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年

に
続
い
て
の
参
加
で

木
片
も
工
具
も
昨
年

よ
り
充
実
し
、
少
し

は
楽
に
で
き
る
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
約

30
名
の
子
ど
も
相
手

に
時
間
も
か
か
り
、

と
て
も
大
変
で
し

た
。
し
か
し
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
達
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
木
工

教
室
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
く
て
っ
く
参
加
者　

５
名

日
時　
７
月23

日

（
土
）10

時

作
品　
小
イ
ス
・
ミ

ニ
ハ
ウ
ス
・
ふ
く
ろ

う
の
鉛
筆
立
て
・
汽

車
型
鉛
筆
立
て
・
い 

と
ね
こ
の
ジ
グ
ソ
ー

パ
ズ
ル
・
く
ま
・
い 

・
ね
こ

　
約
１
０
０
名
の
子

ど
も
達
を
前
に
、
ス

タ
ッ
フ
は
大
忙
し
で

す
。
最
近
は
自
由
木

工
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
木
片
を
手

に
創
造
力
を
ふ
く
ら

ま
せ
、
自
分
の
好

き
な
物
を
作
れ
る
自

由
木
工
は
魅
力
い
っ

ぱ
い
で
す
が
、
キ
ッ

ト
に
よ
る
作
品
づ
く

り
は
完
成
度
の
高
い

も
の
が
作
れ
ま
す
。

し
か
し
準
備
が
大
変

で
、
今
回
は
当
日
不

足
分
を
買
い
に
走
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
作
り
方
の

指
導
も
欠
か
せ
ず
、

目
の
ま
わ
る
忙
し
さ

と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
が
不
足

し
て
い
ま
す
。
ふ
く

て
っ
く
会
員
の
み
な

さ
ん
、
準
備
や
当
日

の
お
手
伝
い
を
お
願

い
し
ま
す
。

　福祉用具部では、昨年の「トイレ展」で話題になった
災害時のトイレ問題についての調査研究をするために、
大阪市女性協会に助成金の申請を出したところ、決定の 
知をいただきました。
　新潟地震での「トイレの行列は長く、２～３時間待ち
の状態」との新聞記事に、女性の多く、特に高齢女性は
悲壮感を抱いたのではないでしょうか。女性にとってト
イレを我慢することは、あからさまに表現できない羞恥
心と相俟って、その精神的苦痛は、男性には理解できな
いことかもしれません。なかには、身体的にもダメージ
をうけ、その後の生活に支障が出る人もあります。とこ
ろが、女性にとって病気を引き起こすほど重要な問題に
も関らず、防災対策のなかにトイレ問題を組み込んだも
のは、あまりないような気がします。十分な対策が図ら
れているのでしたら、トイレの２～３時間待ちは起こら
ないでしょう。
　この辺の現状を調査し、災害時のトイレ問題を考え、
ふくてっくとしての提案に結び付けていきたいと思って
います。一人でも多くの方のご協力をお願いいたします。
下記の日時に調査の内容やスケジュールについての説明
会および検討会議を持ちたいと思いますので、ぜひご参
加くださいますようお願い申しあげます。（三浦　久子）
■第１回打ち合わせ会議
９月１２日（月）午前１０時～１２時
ATCのふくてっく事務局にて

スケジュール表
８・９・10月

目的：災害時の実態調査
　・災害時の実態

　・防災対策の現状 
方法：①災害時の記録からトイレ問題を拾う
　・新聞記事、女性情報誌、インターネット

　・災害記録などの冊子（市民団体、社会福祉協議会、ボランティ　　
ア団体、排泄学会など）

②聞き取り
　・医療関係（泌尿器科）
　・排泄総合研究所
③市町村へのアンケート

　・防災対策の中にトイレに関する項目は
　・あればその内容

④緊急トイレと携帯トイレ、防災セットの中の携帯トイレの調査
⑤トイレ関連業者へのアンケート

　・災害時に使用できるトイレ製品の販売、研究について
11月　目的：情報の分析・問題点の抽出・中間発表 

方法：市民の問題意識調査
12月　目的：解決方法・まとめ 
方法：アイデア、提案、ブレーンストーミング、現時点で出きるこ
と、　　　　未来的に可能なこと、ふくてっくとしての提案

１月　報告書の編集 
２月　印刷 

調査研究をします。男性の参加も歓迎

「女性の視点で災害時のトイレを考える」

日
曜
大
工
教
室

木
工
教
室

こ
ど
も
カ
ー
ニ
バ
ル

林
寺
小
学
校

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

ス
ロ
ー
ス
ペ
ー
ス

日
曜
大
工
教
室

城
東
区

人
権
啓
発
推
進
会

定例会のお知らせ ト
モ
ノ
ス
旭

朝
８
時
半
に
到
着
し
準
備
に
と

り
か
か
り
ま
し
た
が
、
１
０
０

名
の
参
加
を
見
越
し
て
の
木
片

や
工
具
で
準
備
に
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
か
な
り
太
い
木
を

持
っ
て
き
て
切
り
た
い
と
言

う
の
で
す
。
左
利
き
で
し
た
が

切
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
結
構

上
手
に
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
〜
３
個
切
る
と
も
う
嫌
だ
と

言
っ
て
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
母
親
の

こ
と
ろ
で
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い

た
の
で
す
。
そ
の
子
に
と
っ
て

は
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
悔
し

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
な
に
は
と
も
あ
れ
ケ
ガ
も
無

く
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

非
常
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ふ
く
て
っ
く
参
加
者　
３
名

　
　
　
　
　
（
光
川　
環
代
）

参
加
者　
有
馬
・
杉
浦
・

木
村
・
松
本
・
八
木
道

夫
・
平
松
・
池
端
・
原

田
・
長
岩
・
葛
西
・
光
川　
　
　
　
　
　
　
　

（
光
川　
環
代
）

ふ
く
て
っ
く
参
加
者　
７
名

　
　
　
　
　
（
光
川
環
代
）

い
う
ニ
ー
ト
の
人
た
ち
の
学
び

の
場
、
居
場
所
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ト
事
務

局
関
西
が
協
力
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
10
名
の
若
者
た
ち
は
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
真
剣
に
ミ
ニ
ベ
ン

チ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
一
人
の
男
性
は
大
工
さ
ん

の
素
質
が
あ
り
そ
う
な
程
し
っ

か
り
と
出
来
、
ペ
ー
パ
ー
で
丁

寧
に
磨
き
、
立
派
な
ベ
ン
チ
を

作
り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
場
所

は
狭
く
、
暑
い
日
で
し
た
が
、

無
事
に
終
え
て
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。

　
木
工
部
の
活
動
は
、
ほ
と
ん

ど
が
子
ど
も
対
象
で
す
が
、
い

ろ
い
ろ

な
方
と

の
出
会

い
も
楽

し
く
、

い
い
勉

強
に
も

な
り
ま

す
。
み

な

さ

ん
、
お

疲
れ
さ

ま
で
し

た
。

ふ

く

て
っ
く

参
加
者　

５
名

　

（
光

川　

環

代
）

　

10
月

日　
時　
平
成
17
年
10
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
５
時
頃

場　
所　
大
阪
市
立
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
会
議
室

学
習
会　
「
重
症
心
身
障
害
者
の
療
育
環
境
」

　
　
　

 

中
北
清　
ふ
く
て
っ
く
会
員　
㈱
中
北
建
築
事
務
所
所
長

　

11
月

日　
時　
平
成
17
年
11
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
５
時
頃

場　
所　
大
阪
市
立
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
会
議
室

学
習
会　
「
共
に
生
き
る
」

　
　
　
　
河
野　
太
喜
子
氏　
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
代
表

　
　
　
　
　
（
光
川　
環
代
）


